
 

《２月の行事予定》   

1 月 委員会活動 

2 火 ＳＣ来校日 

3 水 ５校時日課 

4 木  

5 金  

6 土  

7 日  

8 月 クラブ活動（３年生見学） 

9 火  

10 水  

11 木 建国記念の日 

12 金 たてわり活動 

13 土  

14 日  

15 月  

16 火 ＳＣ来校日 

17 水 ４校時日課 

18 木  

19 金  

20 土  

21 日  

22 月 クラブ活動 

23 火 天皇誕生日 

24 水 ５校時日課 

25 木 分団別集会① 

26 金 分団別集会② 

27 土  

28 日  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 「一月は行く」「二月は逃げる」と

言いますが、本当にあっという間に一

月が終わってしまい、二月を迎えまし

た。 

 １１都府県に緊急事態宣言が発令

され、今週末に解除できるかの検討が

行われていると聞きます。発令中の京

都と岐阜に挟まれた形の滋賀県です

が、感染爆発には至らず、何とか持ち

こたえている状況ですね。県内の小学

校現場を見ますと、あちこちの学校で

児童や教員の感染が確認され、臨時休

校や学年閉鎖が行われていると聞き

ます。幸い、瀬田南小学校においては

未だ感染の情報は無く、平穏な学校生

活を送れています。ありがたいことで

す。今後も、緩みのない対応を続けて

まいります。なお、手洗いやマスク着

用を徹底しているおかげか、例年猛威

をふるうインフルエンザについては、

全くなりをひそめています。 

 さて「逃げる二月」は、一年間のま

とめをし、新学年に向けて力を蓄えて

いく時期でもあります。三寒四温、気

温が上がったり下がったりの日々で

すが、校庭の桜は日に日につぼみをふ

くらませ始めています。そして春にな

ったら、一斉に美しく咲きほこること

でしょう。子どもたちにもこの時期を

大切に過ごし、力をどんどん蓄えてい

ってほしいです。そして四月、次の学

年へと、大きく前へ進んでほしいと願

っています。コロナに負けず、頑張っ

ていきましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

校 訓 「自 我 作 古 」 ： 自 らの道 を自 らの力 で切 り拓 き、新 しい歴 史 を作 り上 げていこう！ 

学 校 教 育 目 標  ： やさしく、かしこく、たくましく 力 一 杯 生 きぬく児 童 の育 成       

 大津市立瀬田南小学校 

学校便り ２月号 

 児童数  ７５５名 
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紙上参観の取り組みはいかがでしたか？ 
 今年度は、コロナウイルス感染症対応で「密」を避けるため、学校に保護者

・地域の方にお越しいただく機会を制限せざるを得ず、学習参観も、１０月の

体育参観「ミナリンピック」以外は実施することが出来ないまま今日を迎えて

しまいました。 

 そこで、学級通信で授業の様子や子どもたちの学びの姿を少しでもお届けで

きればと考え、先週末、全校一斉に発信させていただきました。ご覧いただけ

たでしょうか。それぞれの担任が思いを込めて作った紙面から、学校での学び

の様子が伝わったら幸いです。ご覧になった感想などお寄せいただけるとあり

がたいです。 

この取り組みは来月も続けてまいります。次回をお楽しみに。 
 

図書室に本をいただきました 
瀬田南青少年育成学区民会議様か

ら、２０冊の図書を寄贈いただいたこ

とは９月号にてお知らせしましたが、

１月、さらに２０冊ご寄贈いただきま

した。また、本校ＰＴＡ様からも、こ

の度多数の図書を寄贈いただきまし

た。 

このように、子どもたちの読書環境

が充実し、本に親しむ子どもが増えて

きたように感じます。毎朝８時１５分

からの１０分間「読書タイム」を設けていますが、どの学級でも静かに座り本

を読むことが出来ています。本は、心を豊かにし、経験したことのないことを

疑似体験したり、知識を増やすことが出来たりと良い効果をもたらしてくれま

す。寄贈いただいた図書は、大切に使わせていただきます。本当にありがとう

ございました。 
 

ミナミチャレンジ～みんなで６７０４周～体力づくり 
中校舎２階の廊下にこのようなボー

ドが掲示されています。冬場の体力づく

りの取り組みとして、体育の時間に運動

場を走り、その周回数をカウントしてい

ます。全校児童の周回数を合算して「６

７０４周」クリアを目指しています。 

この「６７０４」という数は、琵琶湖

の面積「670.4 ㎢」から取った数字だそ

うです。最初に見たときは「本当に達成

できるの？」と思う人が多かったようですが、みんなの頑張りで、あとわずか

で達成しそうな数になってきました。「６７０４周」は通過点、どこまで数字

が伸びていくのかも楽しみですね。 

ちなみに、５３４６周を距離になおすと約８５０㎞になります。すでに琵琶

湖を３周半走ったことになります。「ちりも積もれば山となる」みんなの頑張

りを集めると大きなことが成し遂げられるのですね。 


